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	この遺伝子は、N-アセチルグルコサミニルトランスフェラーゼファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、ムチン型糖タンパク質上のコア2およびコア4 O-グリカンの形成を触媒するβ-6-N-アセチルグルコサミントランスフェラーゼです。[RefSeq提供、2009年4月]、触媒活性：UDP-N-アセチル-D-グルコサミン + β-D-ガラクトシル-1,3-N-アセチル-D-ガラクトサミニル-R = UDP + β-D-ガラクトシル-1,3-(N-アセチル-β-D-グルコサミニル-1,6)-N-アセチル-D-ガラクトサミニル-R。、触媒活性：UDP-N-アセチル-D-グルコサミン + β-D-ガラクトシル-1,4-N-アセチル-D-グルコサミニル-R = UDP + N-アセチル-β-D-グルコサミニル-1,6-β-D-ガラクトシル-1,4-N-アセチル-D-グルコサミニル-R.,機能:既知のムチンβ6 N-アセチルグルコサミニドをすべて合成できるグリコシルトランスフェラーゼ。ムチン型生合成における2つの重要なステップであるコア2およびコア4 O-グリカン分岐を媒介する。また、直鎖状ポリ-N-アセチルラクトサミノグリカンを分岐鎖状ポリ-N-アセチルラクトサミノグリカンに変換することでI-分岐酵素活性を持ち、胚発生中に血液型I抗原を導入する。,誘導:オールトランスレチノイン酸 (ATRA)、TNF-α、およびIL-13による。大腸がんにおいて強くダウンレギュレーションされている。,オンライン情報:コア2/コア4 β-1,6-N-アセチルグルコサミニルトランスフェラーゼ,オンライン情報:GlycoGeneデータベース,経路:タンパク質修飾;タンパク質グリコシル化。,PTM:N-グリコシル化。,類似性:グリコシルトランスフェラーゼ14ファミリーに属する。,組織特異性:主に粘液分泌組織で発現する。ムチンが産生される大腸、腎臓、小腸、気管、胃で発現する。,
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	GCNT3抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

